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１.事業の概要

1-1.会社概要

代表者名 村田　信幸

創　業 昭和22年3月

設　立 昭和23年6月

所在地 〒804-0077　　北九州市戸畑区牧山海岸4番8号

【本社工場】 〒804-0077 　北九州市戸畑区牧山海岸4番8号

【八幡工場】 〒805-0054 北九州市八幡東区大字尾倉515番1号

【戸畑事業所】 〒804-0002 北九州市戸畑区中原先の浜46番59号

【君津工場】 〒299-1147 千葉県君津市人見1054番地

資本金 3500万円

環境管理責任者 坂川　恭志

担当者氏名 工場営業業務ﾏﾈｼﾞｬｰ 坂川　恭志

連絡先 TEL：093-871-5234

FAX:093-871-9041

Email sakagawa.k@sanei-kk.com

事業の内容 製鉄所向け機械部品の加工・製作並びにﾌﾟﾗﾝﾄ品の製作

事業の規模

当社の事業年度 4月1日～翌年3月31日

283

事業者名 三栄工業株式会社

活 動 規 模 単　位 令 和 4年 令 和 3年 令 和 2年

主要製品生産量 t 426 278

従業員 人 35 36 35

床面積 ㎡ 3284 3284 3284

売上高 百万円 1041 678 690
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1-2.EA21実施体制

社　長 村田　信幸

那須　彰

香月　秀美

ﾏﾈ-ｼﾞｬｰ 坂川　恭志

係　長 児島　玲子 ﾏﾈ-ｼﾞｬｰ 石松　俊太 課　長 内田　正寿

係　長 西原　聡子 ﾏﾈ-ｼﾞｬｰ 福永　靖人

副班長 幡吉　和彦

役割分胆表

生産管理課
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

坂川　恭志
工場営業業務

ﾏﾈ-ｼﾞｬｰ

EA21委員会

香月　秀美
経営企画部

部 長

那須　彰
本社事業部

部 長

内田　正寿

石松　俊太

燃料（ｶﾞｿﾘﾝ、軽油）・灯油消費量管理

全体の環境経営ｼｽﾃﾑを構築・運用し事務所のｴﾈﾙｷﾞｰ削減

の承認、環境経営への取組を実施するための資源準備

代表取締役・社長

村田　信幸

全体の評価と見直し

ｼｽﾃﾑ運用について管理、指導を行う。

環境経営ｼｽﾃﾑを構築するにあたり、環境経営目標・環境経営計画

工場へ削減に向け指導・管理を行い、環境管理責任者に報告する。

工場内全体の把握、設計における効率化の客先へ提案

の策定。環境経営ｼｽﾃﾑの運用、その実績状況を社長に報告する。

文書及び記録類の作成・維持・管理。ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の集計・管理。

電力・水道消費量の管理。削減指導及び推進

工場内ｴﾈﾙｷﾞｰ削減・ﾘｻｲｸﾙ率管理、環境景観管理を各班の

責任者に指示して実施管理を行う。

状況を審議する。

本社事務部門（6名）

村田　信幸

本社工場部門（24名） 設計部門（2名）

代表取締役
社　長

１か月に1回開催し環境目標の達成状況及び環境経営計画の実行

氏　　名 所　　属

全体統括、環境経営方針の策定、環境経営目標・環境経営計画

役　割・責　任・権　限

設計課 課 長

工場内廃棄物の排出量管理

坂川　恭志

環境管理責任者

部 　長

EA21委員会(4名)

部 　長
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2-1.承認・登録範囲

①認証・登録サイト サイト認証

②認証・登録活動 機械部品の加工・製作並びにﾌﾟﾗﾝﾄ品の製作

2-2.組織図及び認証・登録範囲（当社の認証・登録範囲は以下の通り）

*2 *1

【他事業所の環境経営ｼｽﾃﾑを実施】

*1

*2

八幡工場

環境経営ｼｽﾃﾑ （35名）

君津工場

2.対象範囲

本社工場部門

（今回の活動ﾚﾎﾟｰﾄの対象期間は、令和 4年 ４ 月 １ 日～令和 5年 ３ 月 ３１ 日まで）

認証・登録範囲

他事業所の

他事業所の環境経営ｼｽﾃﾑを実施

を実施 本 　社

（4名） （15名） （9名）

工務営業課

工務営業係 工務営業係 生 産 係

戸畑事業所本社事務部門

生産部門 生産部門 生産部門庶務 本社工場

生産管理課

経営企画部 本社事業部

業務企画課

購買業務管理課

営業開発課

工事管理課

生産技術

・八幡工場・戸畑事業所は、日本製鉄㈱九州製鉄所八幡地区構内にあり、当該事業所の環境経営

生産管理課

生 産 係 技術開発 機 工 班

安全管理

生 産 係

庶 務 管 理

設計課

工場営業業務 生産管理課

ｼｽﾃﾑISO14001に従って活動を行なっている。

･君津工場は、日本製鉄㈱君津製鉄所の構内外注であり、当該事業所での環境経営ｼｽﾃﾑ

ISO14001に従って活動を行なっている。

営業開発
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平成21年12月2日 制定

令和4年4月2日 改定

三栄工業株式会社

　　・設計・製作品の消耗、取替簡素化導入に努めます。

　　  行いながら持続性ある活動を展開して行きます。

  二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 削 減

　　・電気・ｶﾞｿﾘﾝなど使用ｴﾈﾙｷﾞｰの削減に努め省ｴﾈ製品の使用を推進して行きます。

　　・高効率設備の導入や更新により、効率のよい機械の計画的な稼動に努めます。

　　　（工場内生産工程進捗表示などのモニター画面の設置）

　　・省エネ部品の導入による製品や、原材料調達における環境配慮に努めます。

　　・SDGsの活動に参加し、登録申請を推進して行きます。

  廃 棄 物 排 出 量 の 削 減（一般・産業廃棄物）

　　・この環境方針は、社員全員に周知するとともに、地域の協業事業者に、環境への取組を理解して

 環　境　経　営　方　針

 基 本 理 念

　　 三栄工業株式会社は、北九州地区を拠点に物造り企業として創立から今年で76年となります。

　　 製缶・機械加工を本業として活動して参りましたが、これまで培った技術を、生産中心から地球

　　 環境を視野に入れた環境への負荷低減に取組み、地域社会へ貢献できる事業展開を行ない

　   環境経営の継続的な改善を誓約します。

 行 動 指 針

　　・環境経営ｼｽﾃﾑを構築・運用し、環境関連法規を遵守し環境負荷の低減を推進致します。

　　・以下の行動指針に基づき、環境経営目標及び環境経営計画を提起し、定期的な見直しを

    ・節水に取り組み使用量を削減致します。

  環境経営に配慮した設計製作の提案

   　 この環境経営方針は広く一般に公表します。

代表取締役社長 村田 信幸

　　・金属材料の板取り(歩留り率5％以内）を最小限にして、機械加工から発生する端材や切粉等

　　　を材質ごとの分別によってスクラップ価値を高め、最終的に産廃物を少なく致します。

　　・製作工程から排出される、副資材（梱包資材、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類）は再利用できるものは運搬用

　　  保護材として 流用し、産業廃棄物量の削減に取り組みます。

  水 使 用 量 の 削 減

　　・環境経営に配慮した設計に努め、環境に配慮した製品の製作を推進致します。

   環境整備の推進

　  ・本社及び工場廻りの環境美化を推進致します。（ゴミステーションの設置）

　　・本社及び工場の職場環境整備に努めます。（溶接ﾋｭｰﾑが特化則で規制され、ばく露防止措置が必要）

　　・健康管理・受動喫煙防止のため分煙活動の実施（喫煙場設置）、工場内ｽﾛｰｶﾞﾝｻｲﾝ看板の刷新

    ・事業活動に関連する環境関連法規や条例等を遵守します。

　  　協賛していただけるよう活動します。

    ・地域や自治体等関連団体と協議しながら、地域環境美化と環境意識の構築に努めます。
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4.環　境　経　営　目　標

4-1.今年度の環境経営目標

本社工場は、受注状況によって稼働日数、生産量等による変動要因があるため

令和２年度実績を基準値とし、令和３年度の目標値及び中期環境経営計画を

設定（削減設定）する。

*購入電力排出は日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱令和元年度排出係数「0.643（㎏-CO2/kWh）」を使用

＊化学物質使用量はないので目標計画はしない。

＊一般廃棄物排出量はﾘｻｲｸﾙ資源は含まない。

3.88

（4％削減）

15.42

（4％削減）

2

年/4回

1,344

（4％削減）

17.11

（4％削減）

193.34

（4％削減）

13.74

（4％向上）

7.89

（4％向上）

目　　標
令和5年度
101,416.57
（4％削減）

146.98

（4％削減）

3.92

（3％削減）

15.58

（3％削減）

2

年/4回

1,358

（3％削減）

17.29

（3％削減）

195.36

（3％削減）

13.73

（3％向上）

7.88

（3％向上）

目　　標
令和4年度
102,472.30
（3％削減）

148.50

（3％削減）

（2％削減）

13.69

（2％削減）

二酸化炭素排出量の削減

㎏-ＣＯ２

153.10

103,529.41
（2％削減）

150.04

令和3年度
目　　標

一般廃棄物排出量の削減 kg/百万円 17.82
17.46

環境経営目標

1-2

2

軽油使用量の削減
7.88

（2％向上）

（2％向上）

1,372

（2％削減）

（2％削減）
1,400ℓ

電気使用量の削減 201.40

13.72

kWh/百万円

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減

197.37

単位
（基　準）

令和2年度

105,642.26

㎏-CO2/百万円
1

7.86

㎞/ℓ

灯油使用量の削減

1-1

6

3

4
（2％削減）

件/年 2 2

4.04

環境整備

（工場廻りの大清掃）

産業廃棄物排出量の削減

15.74
16.06水使用量の削減

（2％削減）

回数 年/4回

㎥/人

年/4回

kg/百万円
3.96

5 環境に配慮した設計・製作の提案
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5.環 境 経 営 計 画

環境経営方針・環境経営目標に沿って、次の通り環境経営計画を策定しました。

二酸化炭素排出量の削減計画

*購入電力排出は日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱令和元年度排出係数「0.643（㎏-CO2/kWh）」を使用

5-1.二酸化炭素排出量の削減

（１） 1

2

3

4

（2） 1

2

3

4

5-2.廃棄物の排出量削減

（１） 1

2

3

4

5-3.廃棄物の排出量削減

（1） 1

2

3

5-4.水使用量の削減

（１） 2

3

5-5.環境に配慮した設計・製作

（１）

5-6.環境整備

（１） 1

・缶、ﾋﾞﾝ､ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの削減(ﾘｻｲｸﾙ回収の徹底）

・事務系一般ゴミの削減

・灯油暖房器の使用場所縮小と電気ﾋｰﾀｰへの移管

・ｺﾋﾟｰ用紙の使用量削減（裏紙再使用の推進）

・エコ関連機器の（省電力照明機器ＬＥＤ）全灯導入

・照明の適正管理（消し忘れ防止）昼休憩時の消灯

・車のｴｺ運転の実施

活動項目取組目標

取組目標 活動項目

・ｴｱｺﾝの設定温度を冷房時24℃～26℃・暖房時

　25℃以下とする。

電気使用量の削減

会社廻りの環境整備

・機械・設備の空運転防止

　客先のニーズに対応し、コスト削減案を提示

燃料使用量の削減

・工場廻りの草木の伐採、清掃

・電気給湯器の効率使用

一般の廃棄物排出量の削減

・車のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの励行

製品の設計・製作
1

・生産工程見直しによる廃棄物の削減

・鋼材材料における歩留り発生の抑制

活動項目

活動項目

・洗面、トイレの水道水使用量削減

・再生不可能な金属くずの抑制

産業廃棄物排出量の削減

・廃油のﾘｻｲｸﾙ処理

取組目標

・水洗トイレの流水時間短縮のため流水ﾊﾞﾙﾌﾞの交換

活動項目

取組目標

水使用量の削減

取組目標

・設計時に性能、互換性、改造について
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6.環 境 経 営 目 標 の 実 績

　　・令和４年４月～令和５年３月の運用期間の目標に於ける実績は以上の通りであった。

環境経営目標の達成評価

単位
令和2年度
（基準年度）

令和4年度目標 令和4年度実績

㎏‐CO2 105,642.26 102,472.30 117,888.45 86.9% △

㎏‐CO2/百万円 153.10 148.50 113.25 131.1% 〇

電気使用量の削減 kWh/百万円 201.40 195.36 150.10 130.2% 〇

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 ㎞/ℓ 13.69 13.73 14.22 96.6% △

軽油使用量の削減 ㎞/ℓ 7.86 7.88 5.03 156.6% 〇

灯油使用量の削減 ℓ 1,400 1,358 640 212.2% 〇

kg/百万円 17.82 17.29 7.74 223.3% 〇

kg/百万円 4.04 3.92 1.51 259.4% 〇

㎥/人 16.06 15.58 16.57 94.0% △

件/年 2 2 2

回数 4回/年 4 4

（備考）目標達成の判定　　 〇：実行されている　(達成率≧100％）　

△：大体実行されている　(100％＞達成率≧80％）

×：目標大幅に未達（80％＞達成率）

6-2．二酸化炭素排出量の削減

 （1）電気使用量の削減

 （2）燃料の使用量削減

（3）廃棄物の排出量削減

・一般廃棄物は、再生利用品（屑鉄、古紙）は廃棄保管場所を指定し、継続して自動販売機のﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・ﾋﾞﾝ・缶

（4）水使用量の削減

（5）環境に配慮した設計・製作の提案

（6）環境整備

・定期的に年間ｽｹｼﾞｭｰﾙを設定して繁忙期を避けて実施している。（通常清掃は掃除担当者で実施）

・工場内に工程管理の「見える化」のため進捗状況表示のﾓﾆﾀｰを設置しました。

*化学物質使用量はないので環境経営目標の実績はありません。

＊一般廃棄物排出量はﾘｻｲｸﾙ資源は含まない。

*購入電力排出は日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱令和元年度排出係数「0.643（㎏-CO2/kWh）」を使用

2案について採用され、今期目標の達成ができた。

・生産段階での水使用は皆無で、生活用水のみの使用のため、個々の節水意識に委ねている。

大型受注による、生産上昇が要因と考えられます。

行く予定です。

・今後電子帳簿に変更する予定であり、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽになり、紙の削減つながると思います。

・軽油は、基準年度と比較し目標を達成致しました。

・灯油に関しては、季節用品の暖房用ｽﾄｰﾌﾞを電気ｽﾄｰﾌﾞへ入替を行ってCO2排出抑制のため使用量が減少した。

・ｶﾞｿﾘﾝは、走行距離に関して基準年度と比較し走行距離で10,907㎞と燃費が増加しました。

来年度以降は削減の方向に進むと期待しています。

など分別を行い、目標は達成しています。

・工場内の水洗トイレの流水時間を短縮して取水栓をｴｺﾀｲﾌﾟに交換。

・客先にｶﾞｲﾄﾞ部品取替を製品接触面の材質変更やﾎﾞﾙﾄ締め固定、給油ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ取付対策他4件を提案

二酸化炭素排出量の削減

次年度以降の社用車輌交換時にはﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞを徐々に増やしていき、あまり動いていない社有車は廃棄して

H29年以降、天井灯全照明をすべてLED化したが、手元投光器などを順次LED照明へ交換しており、電力ｺｽﾄも

6-1.環境経営目標の取組結果

環境目標
目標達成の

判　定

産業廃棄物排出量の削減

環境に配慮した設計・製作の提案 ○
水使用量の削減

・削減目標を、195.36kwh/売上とし、実績は150.10Kwh/売上で目標達成率、130.2％と大幅に達成致しました。

環境整備（工場廻りの大掃除） ○

一般廃棄物排出量の削減
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R2年度 105,642.26 17.8 4.0

R3年度 117,969.00 15.2 5.6

R4年度 117,888.45 7.7 0.4

産業廃棄物排出量
(㎏/百万円）

水使用量(㎥/人)

16.06

17.25

16.57

6-7環境経営目標実績グラフ

年度

二酸化炭素排出量
(㎏-CO2/百万円）

一般廃棄物排出量
(㎏/百万円）

種類

105,642.26

117,969.00 117,888.45

95000

100000

105000

110000

115000

120000

R2年度 R3年度 R4年度

二酸化炭素排出量（ ㎏-CO2）

1…
15.2 

7.7 

4.0 
5.6 

0.4 
0

5

10

15

20

R2年度 R3年度 R4年度

一般・産業廃棄物排出量（㎏）

一般廃棄物排出量 (㎏/百万円）

産業廃棄物排出量 (㎏/百万円）

16.06 

17.25 

16.57 

15

15.5

16

16.5

17

17.5

R2年度 R3年度 R4年度

水使用量 (㎥ /人)
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7.環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価
（実績には二酸化炭素排出量を含む）、並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

7-1.電力・水道使用量を削減するための取り組み

・空調、電灯使用時管理のためエアコンスイッチ付近や各電灯スイッチに「省エネ」「節電」ﾗﾍﾞﾙ表示

・ﾄｲﾚ洗面場に「節水」ﾗﾍﾞﾙ表示

7-2.廃棄物排出量を削減するための取り組み

・ｺﾞﾐﾘｻｲｸﾙ、分別の徹底垂れ幕の掲示、分別によるゴミ廃棄物排出量の管理（ﾘｻｲｸﾙ品との仕分け）

7-3.ｺﾋﾟｰ用紙の裏紙再利用のための取り組み

ｴｱｺﾝｽｲｯﾁ
照明ｽｲｯﾁ

小便器

男子トイレ

紙専用ボックス
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7-4工場内照明設備のLED化への取り組み

《撤去水銀灯》

《新設LED照明機器》

《LED照明機器＆水銀灯》

《取替え作業状況》

《１棟：取替完了》

《3棟：取替完了》《2棟：取替完了》
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7-5事務所照明設備のLED化への取り組み及び

　 　書棚を低くし、配置を変更する事で、廊下を明るくし電気量の削減に取り組みました。

《撤去蛍光灯》

《ＬＥＤ照明灯》

《1F事務所 》

《2F事務所 》 《厚生棟2Ｆ食堂》

《事務所通路》

《照明機器撤去状況》
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（1）電力使用量を削減するための取り組み

・新電力へ移行して2年半経過、昨対比率の比較検討。

・機械操作用の手元照明機器など全てＬＥＤ機器へ交換。

・機械の稼働時間を経済運転に努める検討会の実施。

・加工に関して現場作業員に目標設定時間を与える。

（2）燃料使用量を削減するための取り組み

・計画的なエコドライブに努め、後戻りのない運転に心がける。

・高年式社用車両の低燃費車両（エコカー）へ入替検討。

・工場内暖房機器のハロゲン仕様機器の配置。（灯油消費によるCO2削減）

・都市ガス使用機器の廃止（令和2年12月）、暖房機器のオール電化推進。

（3）水道使用量を削減するための取り組み

・ﾄｲﾚ水洗水量はハンドルによる減流調整、洗浄水の使用時間短縮

（4）廃棄物排出量削減のための取り組み

・消耗品、副資材の購入時、梱包の簡素化。

・種類別に分別している産廃物を極力ﾘｻｲｸﾙ業社へ排出（ｽｸﾗｯﾌﾟ、紙、木材等）

(5)受動喫煙法に関する社内における完全分煙化対策

・敷地内に法的設置規制（受動喫煙法）に沿った喫煙場所の設置

・溶接ﾋｭｰﾑが特化則で規制されるため、ばく露防止措置の実施。（看板、濃度測定）

7-6.次年度の環境経営目標及び環境経営計画の内容
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8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

8-1.当事業所に適用される環境に関する法規について遵守状況評価の結果

違反等はありません。

8-2.関係当局（外部）からの指摘・指導・訴訟・苦情について

違反の指摘、利害関係者からの訴訟等も過去3年間ありません。

【自働車ﾘｻｲｸﾙ法】

【騒音・振動規制法】

【ﾌﾛﾝ排出抑制法】

【消防法】

【家電ﾘｻｲｸﾙ法】

【受動喫煙防止法】

【廃棄物に処理及び清掃に関する法律】

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

順守事項を確認した。

順守事項を確認した。

順守事項を確認した。

順守事項を確認した。

順守事項を確認した。

順守事項を確認した。

・・・・・・・・・・・・・・ 順守事項を確認した。

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・
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②集積用ゴミステーションの設置

①道路側樹木剪定状況

9-1環　境　整　備　（会社周辺の清掃活動、環境美化）

9-2環　境　整　備　（受動喫煙防止のため喫煙所の設置）
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①平成31年時の現状 ②施工状況(撤去)

③施工状況(交換取付) ④設置完了

9-3.環　境　整　備　（ＥＡ21掲示板の交換）

9-4.環　境　整　備　（電気給湯器設置）
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①令和2年時の現状

②施工状況（交換取付)

③設置完了

③設置完了

9-5.環　境　整　備（工場内サイン看板の交換）
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9-6.環　境　整　備（会社PR・工程管理用モニター画面工場内設置）

①令和3年時の現状
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ｼｽﾃﾑは機能している。

 
継続に努めます。

10.代表者による全体評価と見直しの結果

新電力企業への移行から２年半経過し、今後は 電力価格のｺｽﾄ削減の更なる飛躍を目指します。

　エコアクション21の実施状況の評価は次の通りです。

（１）環境経営目標、環境経営方針に沿って環境経営計画は確実に運用され、問題や苦情等もなく

・節電については、新型機械の導入による生産性の増大、及び冬場の暖房機器の電力化へ移行した

（２）二酸化炭素排出量の削減については、問題ないと考えます。

ため目標達成が130.2％と大幅に達成致しました。

（6）当社は創業以来、「もの造り」中心の製造業を営んできて今期で創立76周年を迎えることとなりました。

・ｶﾞｿﾘﾝに関して走行距離は前年に比べ10,907㎞増え、燃料消費量も732.12ℓ増えていますが

燃費は目標値より良くなっている。1台をｴｺﾀｲﾌﾟ車両に入替えており、今後も社有車は入替時期に

次年度も細かく分別し目標達成に頑張りたいと思います。

エコ車輌に変更していく予定です。

（４）環境経営目標は、変更の必要はありません。

（５）環境経営計画変更の必要性及び環境経営ｼｽﾃﾑ等変更の必要性は、特に変更の必要はありません。

取り組んでおり、5年前に「健康宣言企業」の認定を受けることになり現在も、更新継続中です。

社の２０２３年度スローガンを目標に社員の健康支援と環境活動に取り組んで行きたいと思います。

企業運営として、「働きやすい環境職場」をｽﾛｰｶﾞﾝに社員の職場での安全と健康について

（３）産業廃棄物の削減については、工場内不用品のﾘｻｲｸﾙが大幅に出来たため目標を達成する事が出来ました。

売上げ向上が要因であり、今後社員に対してｴｺ運転の励行等各自の役割を意識させ、省エネの

・軽油の削減実績が目標値の63.8％で燃費効率が思ったより上がらなかったため、判定が×となったが
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